
参考様式B5（自己評価等関係）

～ 2025年　11月　6日　

（対象者数） 1 （回答者数）
1

～ 2025年　11月　20日

（対象者数） （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

専門性を活かし、より多様な個別プログラム（感覚遊び・リ

ハビリ的活動など）を展開していきます。

2

生活介護との情報交換や交流の機会を継続して設け、利用者

が安心して移行できるよう、見通しのもてる支援体制をさら

に整えていきます。

3

誰が対応しても統一した支援ができるよう取り組んでいきま

す。勉強会を開催・研修に参加し専門性を高めいきます。デ

イサービスの高齢者・学童他学年児童との交流の機会を設け

ていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

無理のない範囲で新しい活動や外とのつながりを取り入れ、

楽しい経験が増えるよう工夫していきます。

2

今後は、看護体制を少しずつ整えられるよう、人材確保や外

部機関との連携の工夫に取り組み、できる限り安心してご利

用いただける環境づくりを進めてまいります。

3

○事業所名 望　あゆみ野大古曽

○保護者評価実施期間
2025年　10月　30日

○保護者評価有効回答数

2025年　10月　30日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　12月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

少人数制がゆえに交流や活動が限られやすいことです。 少人数で安心して過ごせる一方で、関わる相手や活動が固定さ

れやすく、交流が少なくなってしまいます。

看護師が不足しており、利用に制限が生じていることです。 医療的ケアの状況によっては、利用に制限が生じてしまうこと

があります。

専門職配置と連携の充実ができています。 利用者や家族の変化をすぐにチームで共有し「気づき」に基づ

く支援に取り組んでいます。

生活介護との連続性による切れ目のない支援をしています。 支援計画の流れが途切れないようにアセスメントや個別支援計

画を連続的に扱う仕組み作りをしています。

少人数制による個別支援と異年齢交流の場があります。 スタッフが利用者一人ひとりの変化に気づきやすい環境を整

え、柔軟に支援を調整しています。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


